
 

寒冷の候、保護者の皆様方には、ご健勝のこととお慶び申し上げます。また、平素より本校

の教育活動にご理解とご協力を賜りありがとうございます。教職員一同、深く感謝致しており

ます。 

さて、皆様方のお陰を持ちまして、本日無事に二学期の終業式を行うことができました。 

今学期を振り返ると本当に色々な出来事がありましたが、特に運動会・作品展等の行事での

子ども達の活躍が印象に残っています。多くの行事を通して、子ども達一人ひとりが達成感・

成就感を味わうことによって自己有用感を抱き、自尊感情の育成に繋がったと確信しています。 

以下に作品展にお越し頂いた皆様方からの感想の一部を紹介します。 

○小さな美術館に来たようで、とても感動し楽しませて頂きました！！ 

 子どもならではのユニークな表現、色彩感、ダイナミックさ・・・「今」しかできない表現

でもあると思います。大人になった子どもに見せてあげたいなと思いました。 

○みんなとても上手に書いたり作ったりしているな～と感心しました。各学年でそれぞれの良

さがあり、とても楽しかったです。懐かしいようなワクワクするような一時でした。 

○沢山の個性が光るとても素敵な作品展だと思いました。各学年の細部にまでこだわった作

品と展示に心を奪われそうになりました。とても楽しい時間をありがとう。児童の皆さ

ん・先生方ご苦労さまでした。 

○全学年の作品をすべて見させて頂きました。一つ一つの作品は、本当に一人ひとりの力作

で感動しました。子ども達の能力に驚かされました。ありがとうございました。 

○どの学年も素晴らしい完成度だったと思います。各学年のまとまった感じも伺える作品展

になっていたと思います。このまま夢あふれる成長をしてもらいたいと思いました。 

○すてきな作品がたくさんあり、感動しました。いつの間にか あんな素敵な作品が作れる

ようになっていて びっくりです。先生方、いつもご指導ありがとうございます。 

○子ども達の感性は素晴らしい！！とつくづく思う作品展でした！！先生方・子ども達 

 お疲れ様でした。いつも心からのご指導に感謝しております。ありがとうございました。 

 

以下に、本日の終業式での校長講話の概略を紹介します。 

＜終業式＞ 

今日で、とても長くて行事が多かった二学期が終わります。皆さんは、この二学期を振り返

って、何が一番印象に残っていますか？ 

9月の運動会、１１月の作品展、昨日のけやきワールドと本当に多くの行事がありましたが、

それらの取り組みの中で、皆さん一人ひとりが努力を積み重ね、互いに協力し合ったからこそ、
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それぞれの行事が大成功したのだと思います。その素晴らしい経験・体験は、校門のアーチに

掲示しているスローガン「努力は たし算」「協力は かけ算」を実践していました。 

さて、今日は皆さんに「一歩一歩確実に進む事の大切さ」についてお話をします。 

１年生に３年生の算数の問題を出しても、答えられませんね。また、３年生に６年生の問題

を出しても同じだと思います。 

算数は、たし算・ひき算から始まって、かけ算・わり算、小数・分数と進んで行きますが、

この絵を見て下さい。（階段の絵） 

算数は、こんなふうに階段になっていて、いくら高学年の教科書でもいきなり難しくなるこ

とは絶対にありません。だから、毎日、毎時間、一歩ずつ一段ずつ きちんと登っていけば、

必ず高い所までいけるようになります。当然、先生の話をしっかり聞かずにまじめに授業を受

けなかったら、登れるはずがありません。でも、まじめに授業を受けていてもよくわからない

という事もあると思います。その時に、よくわからなかったけれど「まあ いいや」とあきら

めてしまう人がいますが、これが問題です。 

まじめに授業を受けなかった人や、わからなかったのに「まあ いいや」とあきらめてしま

った人は、この階段が消えます。 

次も「まあ いいや」となるとまた消え、その次も「まあ いいや」、そのまた次も「まあ い

いや」となると、どんどん階段が消えていって登れなくなります。 

そして、こうなった人は、「あ～算数は難しい！」「算数は苦手だ！」と言います。どうで

すか皆さん、おかしいと思いませんか？ 

算数に限らず勉強は、よくわからなかったら先生に聞きに行ったり友達に教えてもらったり

して、わかるまで根気強く努力する事が大切です。 

この後、教室に戻って担任の先生から手渡される「あゆみ」をしっかりと確認して、今学期 

の自分を振り返ってみて下さい。そして、今、「自分は勉強が苦手だ」と思っている人は、「ま

あ いいや」「まあ いいや」と階段を消してしまっていなかったか、自分をしっかりと見つめ

直して下さい。もしも、消してしまいそうな階段があったら、この冬休みの期間にしっかりと

復習をして、もう一度、一歩一歩確実に階段を登っていって欲しいと思います。 

最後になりましたが、明日から皆さんが待ちに待った冬休みが始まります。１３日間という

短い期間ですが、皆さんにぜひ守って欲しいことがあります。それは、安全に生活して欲しい

ということです。絶対に危険な遊びをしたり、危険な場所に行ったりしないで下さい。そして、

特に気になるのが交通事故です。道路を横断する時には、たとえ信号機のある交差点で信号が

青になっても、すぐに飛び出すのではなく必ず左右の安全を確かめてから渡るようにして下さ

い。また、自転車の乗り方についても十分に気をつけて下さい。 

三学期の始業式に、全員が元気に登校してくれることを期待しています。 

＜お知らせとお願い＞ 

本日お渡ししました「あゆみ」をお子様と一緒にご確認頂き、良い所は褒め、努力が必要な

所は励ましてあげて下さい。お子様が、一歩一歩確実に階段を登っていけるよう、学校と家庭

がしっかりと連携して、適切な指導・支援をしていきたいと考えておりますので、今後とも宜

しくお願い致します。 


